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地域の関係機関が養護学校に求める役割と課題
-アンケー ト調査の分析を通して一






特別支援教育を推進する上で,現在の盲 ･聾 ･養護学校は ｢特別支援学校 (仮称)｣と
なり,二っの役割を担 うことになる｡ それは地域において,重度化,重複化 した児童生徒
に対 して,適切な施設 ･設備を準備 し,専門性の高い教育を担っていくという役割と,地
域の教員や保護者に対する相談支援などを通 して,地域の特別支援教育のセンター的機能
を担うという役割である｡
｢21世紀の特殊教育の在 り方について (最終報告)｣(平成13年 1月)及び ｢今後の特別
支援教育の在 り方について (最終報告)｣(平成15年 3月)で提言された制度的な課題につ

























対 象 職 . 名 回答数/郵送数 (回収率 %)
小学校 教 頭 59校/84校 (70.2%)特別支援教育コ-デイネ一夕- 7名
特殊学級担任 36学級/48学級 (75.0%)






























機関 .職名(回答数) 教育相談機能 指導機能 研修機能 情報提供機能 コンサルテーション機能 実践研究機能 施設 .設備提供機能
小学校 教頭(13) ･定期的な研修会の実施(4)長 休業中の研修会の実施(1)通常学級における特別支援教育にかかわる研修会の実施(1) ･広報活動実施(2)通常学級における特別支援教育の情報提供(1)･指導にかかわる助言(2)校内研修への講師派遣(1)コーディネーターとの連携(1)
特別支援教育コ-デイネ-クー(ll) ･定期的な研修会の実施(5)夏季休業中の研修会の実施(1)発達障害に関する研修会の実施(1)授業見学(1) ･特別支援教育推進のための助言(2)指導にかかわる助言(1)
特殊学級担任(7) ･定期的な研修会の実施(3)長 休業中の研修会の実施(3)授業公開(1) ･教育活動のアピール(1) ･指導にかかわる助言(1)個別の指導計画作成 サポート (1).
中学校 教頭(6) ･定期的な研修会の実施(1) ･教育活動のアピール(1)検査をしてもらえる機関 情報(1) ･対象と思われる生徒の保護者への対応(1)指導にかかわ助言(1)
特別支援教育コーディネータ (4) ･定期的な研修会の実施(2) ･校内研修への講師派遣(1)具体的な指導における助言(1)
特殊学級担任(7) ･定期的な研修会の実施(1)長 休業中の研修会の実施(1)･特別支援教育の情報発信(1) ･相談手続きの簡略化(1)緊急な相談への対応具体的な指導への対応(1)
幼稚園及び保育所 保護者対象の相 ･定期的な研修 ･種々の相談機 ･保護者への対












を実施 しているが (田中,2004.相川他,2006),地域の小 ･中学校の教員への案内 ･
啓発のための情報提供の在り方について検討する必要がある｡
｢指導機能 (自校以外の場で障害のある幼児や児童生徒に対 して指導する)｣と ｢実践








































特別支援教育の概要 LD.ADHD.高機能自閉症等の理解と支援 事例の対象児童生徒の実態 とらえ方.指導法 個別の指導計画の立案(指導目標,手立ての立案の仕方) 保護者への対応
小学 教頭(18) 障害児教育全般につい ･軽度発達障害児への ･心稚検査,アセスメ ･個別の指導計画の作 ･対象となる児童の保
て(1) 対応(3) ント(3) 成について(2) 護者への対応(1)
･特別支援教育の今後 ･通常学級に在籍する ･実践事例研究(2) ･教職員や保護者への
の動向(1)･教職員や保護者への理解啓発(1) 障害児への対応(1) ･指導技法(2) 理解啓発(1)
特殊学級担任 ･障害児教育全般につ ･指導技法(4) ･個別の指導計画作成
校 (12) いて(1)･校内支援体制の構築について(1) ･心理検査,アセスメント(2)実践事例研究(1)性教育(1)進路(1) のサポート(1)
中学校 教頭(9) ･特別支援教育の基礎 ･軽度発達障害児への ･実践事例研究(2) ･対象と思われる生徒
基本(1) 対応(2) ･判定基準(1)心理検査.アセスメント(1)指導技法 の保護者への対応(1)
特殊学級担任 ･校内支援体制の構築 ･知的障害の精神医学 ･実践事例研究(1) ･個別の指導計画の作 ･対象となる生徒の保
(1 0 ) について(1) (1) ･教材教具(1)授業研究性教育(1) 成について(1) 護者への対応(2)･保護者,地域との連携(1)
幼稚園及び保育所 ･養護学校の教育につ ･軽度発達障害につい ･実践事例研究(5) ･対象となる幼児の保




















ものをもとに分類 ･整理 した (表 4)｡ コーディネーターに求められる資質 ･技能と


















小 学 校 中 学 校
必要と思う研修(57) 本校研修会への要望(20) 必要と思う研修(18) 本校研修会への要望(7)
連絡.調整に関すること ･校内支援体制の構築の方 ･校内支援体制の構築の方 ･校内支援体制の構築の方
法と活用(8)･関係諸機関との連携の取り方(6)他校コーディネーターとの情報交換(5)コーディネータ の役割と専門性 2収集の方法(1) 法と活用(2)･関係諸機関との連携の取り方(2)他校コーディネータ-との情報交換(1) 法(1)
特別な教育的ニーズのあ ･特別支援教育への理解啓 ･軽度発達障害児について ･特別支援教育への坪解啓 ･周囲の生徒に対する指導
る児童生徒や保護者の理 発(7) (い 発(4) =1
解に関すること ･軽度発達障害についての理解(2)生涯にわたる支援の在り方(1)今後の特別支援教育の方向性 1保護者への対応(1)教育相談 在り方(1) ･自閉症,ダウン症などについて(1)保護者への対応(1)
障害のある児童生徒などの教育実践の充実に関すること①特別支援教育に関する ･貝体的な指導,支援の方 ･特別支援教育の対象とな ･今後の特別支援教育につ ･心理検査とアセスメント
一般的な知識 演(13) る子どもへの指導(9) いて(2) (2)
②個別の指導計画,教育 ･心理検査とアセスメント ･専門的指導技法(2) ･具体的な指導,支援の方 ･専門的指導技法(1)

























機関として,本校の具体的な取 り組みの実態を知 り,本校と専門性を共有 し,役割を分
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